































 つに開口反身寸応答がある。 ネコ, ヒトの歯根膜刺激によって誘発される開環反射応答には, 防御
 反射としての機能を持つ短潜時の応答と, 触・圧などの葬侵害性刺激により誘発される長潜時の
 応答が存在する。 しかし, 歯根膜以外の潜腔領域の刺激による開口反射応答の発現機構, 機能的
 役割については不明である。 そこで本研究では, 歯肉, 口蓋などの繍腔粘膜刺激によって誘発さ
 れる開口反射慈答によって検索 した。
 実 験 ではα一。姐oralose 麻酔, Pancronium 非動化のネコを用いて, 粘膜刺激による顎舌骨筋
 神経の誘発電位を記録した。 また開口反射応答に関与する求心性神経を検索するため, 異なった
 二点で下歯槽神経を電気刺激 した。
 粘膜刺激によって潜時 4-8 msec の応答 (Early Response: ER) と潜時 !4-22msec の癖答
 (Late Response: LR) が誘発 され, 以下の性質 が観 察された。 i) LR は弱い刺激, 非侵害性
 の機械刺激によって容易に誘発され, 一方 ER は侵害性刺激で誘発される。 2) LR は EL によ
 り抑制をうける。 3) ER と LR の頻回刺激追随性はそれぞれ 20-25 Hz, 5-8 Hz である。 4)
 ER, LR の求心性神経はそれぞれ 22.1m/sec, 37.Om/sec の伝導速度をもつ。 これから, 駕R は
 Aδ線維を有する痛覚受容器の興奮により発現する応答であり, LR は Aβ線維を有する触・圧
 覚受容器の興奮により発現すること, さ らに粘膜刺激による ER, LR は, 歯根膜刺激による短
 潜時, 長潜時の二種の開口反射応答とそれぞれ 「司一の応答であることが明 らかとなった。
 次に ER, LR の応答様式は, 口腔粘膜の刺激部位によって異なった。 1) ER は歯肉辺縁部,
 口蓋, 舌および臼腔前方部の刺激では低閾値で優勢に発現 し, 唇・頬粘膜, 口腔後方部では高閾
 値で発現 しにく い。 2) LR はすべての口腔領域でほぼ一定の闇値を示しほぼ同等に発現する。
 3) 農腔粘膜表層の刺激では ER が, 粘膜深層では LR が優位に誘発される。 4) 骨膜刺激で
 は ER, LR とも同等に誘発される。 これらは, 各応答を誘発する痛覚受容器, 触・圧覚受容器
 の分布様式を生理学的に示すものであり, 痛覚受容器は歯肉辺縁部, 口蓋, 舌および口腔前方部
 に多く分布し, 唇, 頬粘膜, 田腔後方部で少ない。 一方触・圧覚受容器は, すべての口腔領域に
 わたりほぼ均一に分布する。 同様に粘膜表属では痛覚受容器, 粘膜深部では触・圧覚受容器がそ
 れぞれ密に分布 し, 骨膜には両者が同等に分布する。
 さらに LR は, 触・圧刺激により容易に誘発され, またすべての口腔領域でほぼ同等に発現
 することから, 咀嚼機能時の顎運動の綱御に大きく 関与 していることが示唆される。 一方 ER
 は, 侵害受容性反射であり, 前述したような外来刺激の加わりやすい部位の刺激で誘発されやす
 いことから, 防榔反射と しての機能を有すると考えられる。
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審査結果要旨
 歯科補綴物と咀嚼運動とは密接な関係にあり咀嚼運動のメカニズムを究明することは, とりも
 なおさず歯科補綴物装着後の経過を良好な ものとすることに大いに貢献することになる。 しかし
 現在は咀嚼運動のメカニズムについては, まだ十分に解明されているとはいえない。 本研究は,
 この咀嚼運動のメ カニズムを解明する一つの手段と して, ネコを用いた電気生理学的実験をもと
 にして, 口腔領域に存在する感覚受容器を刺激することにより惹起される開口反射について種々
 検討し, 次のような結果を響ている。
 1) α一クロラロースで麻酔 したネコの口腔粘膜刺激により潜時の異なる二種の開口反射応答が
 得られ, 第一の臨答 (Early Response:ER) は潜時が4～81笠sec で第二の応答 (Late Res-
 ponse:LR) の潜時はM～22 msec である。
 2) ER は求心性神経の伝導速度が 22. hn/sec であり侵害性刺激で誘発されることから,Aδ線
 維の支配を受ける痛覚受容器の興奮により発現する応答であり,LR は求心性禅経の伝導速度
 が 37.Om/sec で非侵害性の機械刺激で容易に誘発されることから,Aβ線維の支配をうける触
 圧覚受容器の興奮により発現する応答である。
 3) ER,LR の慈答様式は口腔粘膜の刺激部位が異なることにより影響をうけ, ER は歯肉辺縁部,
 口蓋, 舌およ び灘腔前方部の刺激では閾値が低く優勢に発現され, 唇, 頬粘膜, 口腔後方部では閾
 値が高く発現 しにく い。LR はすべての鱗腔領域でほぼ一定の閾値でありほぼ同等に発現す る。
 4) ER, LR の応答性からその受容器の分布を生理学的に推察すると, ER を誘発する痛覚受容
 器は歯肉辺縁部, 目蓋,舌およ び口腔前方部により多く,唇, 頬粘膜, 口腔後方部で少ない。LR を
 誘発する触圧覚受容は, その分布がすべての口腔領域においてほぼ均等である。また粘膜表層で
 は痛覚受容器が, 粘膜深部で は触圧覚受容器がそれぞれ密 に分布 し, 骨膜には両者が同等に分布
 している。
 上記結果よ り, 臓腔内粘膜にも歯根膜と同様にこ種の開口反射応答を誘発する受容器があり, そ
 のうち LR を誘発するものは触圧覚刺激により容易に応答する。また, これはすべての口腔領域
 に同等に分布することから咀嚼運動の制御に大きく関与 していることが示唆される。これらのこ
 とは今回の実験により初めて明らかにされたことであ り, 有床義歯により補綴された場合の粘膜
 に対する朝激と咀嚼運動制御の関係を明らかに して行く上での大きな手がかりとなる。よって, 本
 研究 は学位授与 に値する ものと認め る。
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